
BRCA1/2遺伝子検査を用いた遺伝性乳がん・卵巣がん症候群の診断と個別医療の実施 

 

資料１ 

遺伝性乳癌卵巣癌症候群について 

 

遺伝性乳癌卵巣癌症候群（Hereditary Breast and Ovarian Cancer syndrome： HBOC）

の方は、体質的に乳癌や卵巣癌になりやすくなります。BRCA1と BRCA2という 2つの遺

伝子の変化がその原因であり、親から子に 1/2の確率で遺伝します。日本人の場合乳癌の約

4%、卵巣癌の約 15%が HBOCと考えられています。 

HBOC の可能性が高く、遺伝カウンセリング外来の受診を考えていただいても良い方は

以下の通りです、 

①45 歳以下で乳癌と診断された方 

②複数回乳癌と診断された方（同じ側の乳房、または両側の乳房が含まれます） 

③60 歳以下でトリプルネガティブ乳癌と診断された方 

④乳癌と診断され、かつ血縁関係にある方に乳癌や卵巣癌の家族歴を持つ方（姉妹や兄弟、

子供、両親、祖父母とその姉妹と兄弟、従姉妹、従兄弟まで含まれます） 

⑤男性乳癌と診断された方 

⑥卵巣癌、卵管癌や腹膜癌と診断された方 

などです。 

 

遺伝カウンセリング外来では、HBOC について、BRCA1/2 遺伝子検査、HBOC の場合

の癌の予防や早期発見に関して相談させていただきます。HBOC に関する診療は今まで自

費診療でしたが、2020年 4月より乳癌や卵巣癌と診断された方は保険診療で行える場合も

あります。ご興味のある方は乳腺外科、婦人科担当医にご相談下さい。 
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